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子どもたちを夢中にする『遊びの創造共育法』について、当講座では童具館主催の集中講座（全４日間）の内容を２年（全
８回）かけて学びます。当講座には子どもたちに必要な「主体的に考えて行動する力」を育てるヒントが必ずあります。
保育をもっと楽しみたい、そんな皆様のご参加をお待ちしています。

和久洋三の　
　　　　　

創造共育

二期制前期ス
タート参加者

募集!!

25年春-広島開催

※和久先生はオ
ンラインで講義

を行います



講　師

会　場 広島女学院ゲーンス幼稚園　（広島県広島市東区牛田東4-13-1）

対　象 保育者、教師、子育て中の保護者、子育て支援者など、和久洋三の新しい創造共育に関心のある方

日　時

定　員 40名前後（お申込が20名未満の際は中止になる場合がございます）

全４回 ① 4月12日（土）　② 5月10日（土）　③ 6月14日（土）　④ 7月12日（土）　／　各日10：00～17：00

内　容

講義「創造力の開発と関係性の原理」／ボール遊び／造形（球から生まれる活動）

キューブダンシング／円柱の遊び・円柱の造形

ケルンブロック／積木遊び（円筒ドーム・未来都市・量との関係性）

発達に合った積木遊び「積む・並べる」／四角の造形

【オンライン講師／全4回】 和久洋三／童具館館長
【会場講師／全4回】 中木秀成／和久洋三のわくわく創造アトリエ 広島安佐プレイルーム 主任講師

第1回 テーマ 「ボールと球」

第2回 テーマ 「円柱」

第3回 テーマ 「立方体」

第4回 テーマ 「積木」

その他 1.お子様はご同伴いただけません。　　　2.持ち物／筆記用具、テキスト、エプロン（造形活動用）

費　用

一般参加　1人　66,000円（税込／資料代・材料費・通信費含）
団体参加　1人　59,400円（税込／ 1園4名以上／ 4名＝237,600円）
※必ず園長先生及び主任先生のご参加をお願いいたします。

その他費用

受講料

□ 書籍『遊びの創造共育法』（全7巻）26,950円
□ リキテックス（アクリル絵具／童具館オリジナル仕様） 5,400円
□ 筆（大中小3本組／童具館指定） 2,100円
※既にお持ちの場合、ご購入の必要はございません。　※価格は全て税込。

主催：株式会社 広島安佐プレイルーム 【和久洋三のわくわく創造アトリエ 広島安佐プレイルーム運営】
中木秀成・中木明美（和久創造共育普及協会認定講師） ／ 〒731-0103 広島県広島市安佐南区緑井2丁目21-23-202
TEL：082-831-6200 ／ FAX：082-831-6201 ／ 携帯：090-8999-9888 ／WEB：https://www.center-pole.jp

協力：広島女学院ゲーンス幼稚園、蔵迫こども園、童具館

　いままでなかなか気づかなかった子どもの力。ことさら指導もないのに
子どもたちが集中し、目を見張る活動を繰りひろげる、この共育法の秘密
はどこにあるのか
　全国で注目を集める『遊びの創造共育法』（全7 巻／玉川大学出版部）
について、その著者であり提唱者の和久洋三氏を迎えて、2009 年より広
島の地で『童具子育て連続講座』は始まり、おかげさまで17回目を迎え、
たくさんの方々に受講していただきました。 
　2025年からの広島会場での連続講座は童具館主催の集中講座（全４
日間）の内容を２年（全８回）かけて学びます。2025年度は前期（全4回）
を開催し、2026年度に後期（全4回）を開催します。
　月に一度、各テーマごとに理論と実践を学んでいただき、園やご家庭
に帰ってすぐ子どもたちと実践することによって、理論と実践の関係性が
明確になり、より深く内容を理解していただけます。前期と後期を全て受

講された方には和久先生より、終了資格証書が授与されます。
　この先何が起こっても生き抜かなければならない前途の見えない子ど
もたちですが、自主的主体的に自己実現する力が必要とされます。どんな
状況にも負けず大きな翼をもって世界に羽ばたいて欲しいものです。 『和
久洋三の創造共育法』では、これからの子どもたちに必要とされる実行
力は《表現活動》から生まれてくる《創造力》にあると考えています。 
　『創造力』は人間に与えられた、かけがえのない力。
　フレーベルの保育理論に裏打ちされた『WAKU-BLOCK』などの童具
は創造活動に最適なものです。科学と芸術をベースにした子どもを信じ
て待つ「和久メソッド」で子どもを、子育てを変質させましょう。
　楽しい子育てのヒントがたくさん身につきます。皆様のご参加をお待ち
しております。

チャンネル登録お願いいたします！毎週金曜日 20:00更新

YouTubeチャンネル和久洋三の
【 童具館公式 】

和久洋三が子供への思いのたけを語り尽くします

【  和久洋三の創造共育  童具子育て連続講座・前期／開催概要】



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申込・お問合せ 

お問合せ ご不明の点は、わくわく創造アトリエ広島安佐ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ  担当  中木明美までご連絡下さい。 

Fax：082－831-6201   携帯：090－8999－9888   E-mail： info@center-pole.jp 

お申込方法 お申込用紙をわくわく創造アトリエ広島安佐ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ宛てにFAXいただくか、担当：中木ま

でお電話下さい。 

3月初旬以降、持参物等の詳細・会場地図・参加費の振込用紙を送付いたします。  

 

お申込書  お申込FAX番号  082-831-6201 
わくわく創造アトリエ 
広島安佐ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ 
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参加費 
個人       1人  66,000円（税込） ×     名 ＝         円 

団体(４名から)  1人  59,400円（税込） ×     名 ＝         円 

画 材 

ﾘｷﾃｯｸｽ絵の具 12色（童具館オリジナル仕様） 5 ,400円 (税込）  ×     箱   ＝          円  

筆大中小 3本組（童具館指定） 2 ,100円 (税込 )            ×    セット  ＝          円  

※画材は1人 1組ご用意願います。 

テキスト 

お申込 

『遊びの創造共育法』(全7巻)  26,950円(税込)   （    セット） 

『遊びの創造共育法』各巻3,850円①子どもはみんなアーティスト（   冊） 

②ボール遊びと造形（   冊） ③円柱の遊びと造形 （   冊） 

④積木遊び    （   冊） ⑤積木遊びと造形  （   冊） 

⑥色面の遊びと造形（   冊） ⑦点線面の遊びと造形（   冊） 

合計 

 

 

 

 

円 

※  テキストはなるべく各自でご用意されることをお勧めいたします。（団体の場合は 2名に 1冊以上必要）  

※  テキストや画材（童具館オリジナル仕様）を既にお持ちの場合、ご購入の必要はありません。  

 
 

童具デザイナー 

童具館館長 

和久創造共育普及協会会長 

わくわく創造アトリエ主宰 

童具開発研究所WAKU所長 

NHK「おかあさんといっしょ」 

  “あそびだいすき”監修 
 

《童具館ホームページ http://www.dougukan.com/より抜粋》  

 

ジ http://www.dougukan.com より抜粋》 

『童具』 この言葉はわたしがつくった言葉で

す。 

子どもは遊びの中で無意識のうちにさまざまなこと

を学んでいます。                              

積木で遊びながら、左右の高さを同じにするため

にどうすればよいか、崩さないように高く積み上げ

るにはどうすればよいか、常に大きさやバランスに

注意して、いつの間にか数量や形体に対する認

識を深めています。これは明らかに学びを深めて

いる活動です。  

今まで、子どもの遊びのためにつくられた用具を

おもちゃ、そして、学びのために作られた用具を教

具と呼んできましたが、遊と学を区別することはで

きないとわたしは考えています。 

 童具という言葉をつくらざるを得なかった理由は

そこにあります。童具は遊びながら自発的に学び

を深める製品です。童謡、童話、童具、どれも子ど

もの精神を育む大切な文化財です。 

和久洋三 

「和久洋三の創造共育」に 

出会った方々の意見 
 

◎父親が積木で何かつくり出すと「お父

さんすごい！」と娘のワクワクした様

子。お父さんは誇らしげです。そんな関

係を見ている私はすっかり癒されてし

まいます。（母親）   
 

◎この共育をはじめてから、保育士が子

どもを信じて待てるようになりました。

無駄なおもちゃがなくなり、園の環境が

一変しました。（保育園主任）   
 

◎押しつけ教育をしていたことに気づ

かされました。子どもにこんな力がある

とは思いもしませんでした。目からうろ

こです。（幼稚園教諭）   


